
 
 

平成 18年 3月期 第 1四半期財務・業績の概況（非連結）   

 

 
平成 17年 7月 29日 

会社名 株式会社 ZOA                   （JASDAQ・コード番号：３３７５） 
（URL http://www.zoa.co.jp） 
問合せ先     代表者役職・氏名   代表取締役社長 長嶋 豊  TEL：（055）922－1975 
         責任者役職・氏名   取締役管理部長 伊井 一史 
 
1. 四半期業績の概況の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の有無 ： 有 
（内容） 
棚卸資産の計上基準・・・実地棚卸は行わず、帳簿棚卸残高によっております。 
②最近会計年度から会計処理の方法の変更の有無  ：  有 
（内容） 
当期より「固定資産の減損に係る会計基準」及び「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」を適

用しております。 
③当第 1四半期財務・業績の概況の数値は、監査法人による監査を受けておりません。 

2. 平成 18年 3月期第 1四半期財務・業績の概況（平成 17年 4月 1日～平成 17年 6月 30日） 
（1） 経営成績の進捗状況 
   売上高 営業利益 経常利益 四半期（当期）純利益 
  百万円 ％  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
18年 3月期第 1四半期     4,270（－）    164（－）    177（－）    100（－） 
17年 3月期第 1四半期 ― ― ― ― 
（参考）17年 3月期 17,589 772 800 481 
 

 1株当たり四半期 
（当期）純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり四半期 
（当期）純利益 

      円  銭 円  銭 
18年 3月期第 1四半期 4,893  98 ― 
17年 3月期第 1四半期   ―    ― 
（参考）17年 3月期  22,100  61   ― 
（注）①期中平均株式数  18年 3月期第 1四半期 20,596株   17年 3月期 20,205株 
    （注）平成 17年 6月 16日に新株式の発行による増資 2,100株をおこなっております。 
②当期第 1四半期は四半期業績開示の導入初年度のため、前年同期の実績及び増減率は記載しておりません。 
③潜在株式調整後 1株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。 
 

[経営成績の進捗状況に関する定性的情報等] 
当第 1四半期におけるわが国経済は、企業収益の改善を背景とした設備投資の増加などに支えられ、緩や
かな回復基調で推移いたしました。一方、個人消費に関しては、持ち直しの動きが見られるものの本格的

な回復には至らず、依然として厳しい状況になりました。 
 パソコン関連商品の販売における市場環境は、商品単価が依然として下落傾向にあり、企業間の競争が

ますます激化する中で、引き続き厳しいものになりました。 
 このような状況のもと、当社は、パソコンを日常的に使用する上でのトラブル対応等のアフターサポー

ト体制を商品化した「ZOA安心サポートパック」の販売台数が増加傾向にあると共に、店内のサポートコ
ーナーの充実を図ってまいりました。 
更に DVDレコーダー等が一般化する中で、記憶媒体であるメディア等の商品を充実させております。 
また、インターネット上のセキリュティ対策としてウィルス除去等のセキリュティソフトのキャンペーン

を行うなど、お客様のニーズだけでなく、専門店として「提案」をすることに努めております。 
 以上の結果、当第 1四半期の売上高は 4,270百万円、営業利益 164百万円、経常利益 177百万円、当期
純利益は 100百万円となりました。 
当期におきましても同業他社による競合状況は厳しさが続くものと思われますが、当社といたしましては、
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ローコストオペレーションを追求し店舗運営の効率化による競争力の強化、品揃え及びサービス＆サポー

トの充実による専門店としての差別化を図るとともに、社員教育、育成と CS による店舗対応の改善を行
い、「お客様の感動と会社の成長と社員の成長を一致させよう」の「三位一致」の経営理念の基にお客様に

より満足いただけるよう努めてまいります。 
 
（2） 財政状態の変動状況 
   総資産 株主資本 株主資本比率 1株当たり株主資本 
 百万円 百万円 ％ 円  銭 
18年 3月期第 1四半期 6,774 2,004 29.6  89,682 16 
17年 3月期第 1四半期 ― ― ―      － 
（参考）17年 3月期 6,736 1,629 24.2 78,720 61 
 
【キャッシュ・フローの状況】 
   営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
18年 3月期第 1四半期 △245 91 309 2,335 
17年 3月期第 1四半期 ― ― ― ― 
（参考）17年 3月期 871 △37 △74 2,180 
 
[財政状態の変動状況に関する定性的情報等] 
①資産、負債及び資本の状況 
（資産の部） 
 当第 1四半期末の総資産は、6,774百万円となり、前期末に比べ 37百万円増加しております。 
流動資産は、公募増資等による現預金の増加が 54 百万円、売上高減による売上債権の減少が 27 百万円、
在庫減による棚卸資産の減少 28 百万円、為替の円安影響により通貨オプション資産が 18 百万円の増加、
販売報奨金の未収入分等が 26百万円増加したこと等により、5,025百万円となりました。また、固定資産
においては、当第 1四半期中に子会社よりレンタルしていた車両運搬具 8百万円の取得を行いましたが、
減価償却、保証金の償還等により 1,748百万円となりました。 
（負債・資本の部） 
 負債につきましては、前期 3月仕入に比べて当第 1四半期 6月の仕入が 224百万円減少しております。
また、通貨オプション負債の評価が前期末に比べ、28百万円減少しております、その結果、前期末に比べ、
338百万円減の 4,769百万円となりました。なお、当第 1四半期において新株式の発行による増資をおこ
なったことにより資本金が 169百万円増加し、株主資本は 2,004百万円となり、株主資本比率は 29.6％（前
期末 24.2％）となりました。 
②キャッシュ・フローの状況 
 当第 1四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、主に仕入債務の支払、法人税等
の納税、配当金支払及び新株式の発行による増資収入により、前期末に比べ 155百万円増加し、当第 1四
半期末には 2,335百万円となりました。 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動の結果、245百万円の支払超過となりました。税引前当期純利益を 174百万円を計上し、仕入
債務が 200百万円減少したものの、法人税等の支払額が 274百万円あったことによるものであります。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動の結果、91百万円の収入となりました。これは主に担保提供していた定期預金の解約によるも
のであります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
 財務活動の結果、309百万円の収入となりました。 
 これは、主に配当金の支払が 100百万円あったものの、新株式の発行による増資収入が 410百万円あっ
たことによるものです。 
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3. 平成 18年 3月期の業績予想（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日） 
   予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 一株当たり予想当期純利益 
 百万円 百万円 百万円 円  銭 
中  間  期  8,870 291 172     ― 
通     期 18,500 739 436 18,299  64 

 
[業績予想に関する定性的情報等] 
 中間期および通期の業績予想につきましては、当第 1四半期における業績が概ね計画通り推移しており、
平成 17年 5月 17日に発表しました業績予想から変更はありません。 
（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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1.（要約）四半期貸借対照表                        （単位：千円） 

当四半期 

（平成 18年 3期第 1

四半期末） 

前年同四半期 

（平成 17年 3期第 1

四半期末） 

増  減 
（参考） 

平成 17年 3月期 
科  目 

金  額 金  額 
金  

額 
増減率 金  額 

（資産の部）      

Ⅰ 流動資産      

現金及び預金 2,335,168 ― ― ― 2,280,987 

売掛金 391,053 ― ― ― 418,437 

たな卸資産 2,103,282 ― ― ― 2,131,678 

繰延税金資産 121,804 ― ― ― 122,682 

通貨オプション資産 18,781 ― ― ― ― 

その他 60,526 ― ― ― 33,643 

貸倒引当金 △5,265 ― ― ― △5,265 

流動資産合計 5,025,352 ― ― ― 4,982,164 

Ⅱ 固定資産      

1.有形固定資産      

（1）建物 425,986 ― ― ― 433,940 

（2）土地 470,016 ― ― ― 470,016 

（3）その他 111,498 ― ― ― 106,384 

有形固定資産合計 1,007,501 ― ― ― 1,010,343 

2.無形固定資産 12,167 ― ― ― 12,155 

3.投資その他の資産      

（1）関係会社株式 100,000 ― ― ― 100,000 

（2）繰延税金資産 26,516 ― ― ― 26,959 

（3）差入保証金 544,336 ― ― ― 548,271 

（4）その他 58,214 ― ― ― 57,072 

投資その他の資産合計 729,067 ― ― ― 732,304 

固定資産合計 1,748,735 ― ― ― 1,754,802 

  資産合計 6,774,088 ― ― ― 6,736,967 
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     （単位：千円） 

当四半期 

（平成 18年 3期第 1

四半期末） 

前年同四半期 

（平成 17年 3期第 1

四半期末） 

増  減 
（参考） 

平成 17年 3月期 科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

（負債の部）      

Ⅰ 流動負債      

買掛金 1,453,775 ― ― ― 1,653,885 

1年以内返済予定長期借入金 2,700,000 ― ― ― 2,700,000 

通貨オプション負債 ― ― ― ― 9,327 

未払法人税等 75,758 ― ― ― 278,126 

未払消費税等 25,875 ― ― ― 33,546 

賞与引当金 128,592 ― ― ― 79,599 

ポイント引当金 116,277 ― ― ― 123,875 

その他 199,601 ― ― ― 158,554 

流動負債合計 4,699,879 ― ― ― 5,036,915 

Ⅱ 固定負債      

退職給付引当金 36,191 ― ― ― 34,851 

役員退職慰労引当金 18,861 ― ― ― 17,269 

長期前受収益 14,759 ― ― ― 18,839 

固定負債合計 69,812 ― ― ― 70,960 

負債合計 4,769,691 ― ― ― 5,107,875 

（資本の部）      

Ⅰ資本金 282,325 ― ― ― 112,750 

Ⅱ資本剰余金      

1.資本準備金 253,305 ― ― ― 12,750 

資本剰余金計 253,305 ― ― ― 12,750 

Ⅲ利益剰余金      

1利益準備金 25,000 ― ― ― 25,000 

2任意積立金      

（1）特別償却準備金 1,751 ― ― ― 2,694 

（2）別途積立金 1,170,700 ― ― ― 870,700 

3四半期（当期）未処分利益 271,314 ― ― ― 605,197 

利益剰余金合計 1,468,766 ― ― ― 1,503,592 

資本合計 2,004,396 ― ― ― 1,629,092 

負債、資本合計 6,774,088 ― ― ― 6,736,967 

（注）当期第 1四半期は四半期業績開示の導入初年度のため、前年同期の実績及び増減率は記載しておりません 
 
. 
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2.（要約）四半期損益計算書                    （単位：千円） 

当四半期 

（平成 18年 3期 

 第 1四半期） 

前年同四半期 

（平成 17年 3期 

  第 1四半期） 

増  減 
（参考） 

平成 17年 3月期 科  目 

金  額 金  額 金  額 増減率 金  額 

Ⅰ 売上高 4,270,500 ― ― ― 17,589,104 

Ⅱ 売上原価 3,493,436 ― ― ― 14,417,267 

売上総利益 

（又は売上総損失） 

777,063 ― ― ― 3,171,837 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 612,192 ― ― ― 2,399,303 

営業利益 164,871 ― ― ― 772,534 

Ⅳ 営業外収益 40,498 ― ― ― 80,699 

Ⅴ 営業外費用 28,130 ― ― ― 52,390 

経常利益 177,239 ― ― ― 800,843 

Ⅵ  特別利益 ― ― ― ― ― 

Ⅶ 特別損失 2,657 ― ― ― ― 

税金等調整前四半期（当期）

純利益 

174,581 ― ― ― 800,843 

税金費用 73,784 ― ― ― 319,300 

四半期（当期）純利益 100,799 ― ― ― 481,542 
（注）当期第 1四半期は四半期業績開示の導入初年度のため、前年同期の実績及び増減率は記載しておりません 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 6



3.（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書                   （単位：千円） 

 

当四半期 

（平成 18年 3期 

 第 1四半期） 

前年同四半期 

（平成 17年 3期 

 第 1四半期） 

（参考） 

平成 17年 3月期 

区  分 金  額 金  額 金  額 
Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー    
税引前当期純利益 174,581 ― 800,843 
減価償却費 16,044 ― 72,501 
貸倒引当金の増減額 ― ― 1,037 
賞与引当金の増減額 48,993 ― 5,599 
ポイント引当金の増減額 △7,598 ― 13,024 
退職給付引当金の増減額 1,340 ― 10,871 
役員退職慰労引当金の増減額 1,591 ― 3,571 
受取利息及び受取配当金 △4,021 ― △18,276 
支払利息 9,005 ― 35,919 
為替差損益 ― ― △1,158 
有形固定資産除却損 ― ― 4,065 
減損損失 2,657 ― ― 
通貨オプション評価損益 △28,108 ― △40,043 
売上債権の増減額 20,876 ― △99,034 
未収入金の減少額 △20,470 ― 58,254 
棚卸資産の増減額 28,396 ― 169,960 
仕入債務の増減額 △200,110 ― 88,756 
未払金の増減額 24,157 ― 30,277 
未払消費税等の増加額 △7,671 ― 7,465 
役員賞与支払額 △35,000 ― △32,000 
その他 9,466 ― △42,657 
小  計 34,132 ― 1,068,977 
利息及び配当金の受領額 4,021 ― 18,276 
利息の支払額 △9,005 ― △35,925 
法人税等の支払額 △274,830 ― △180,161 
営業活動によるキャッシュ・フロー △245,683 ― 871,165 
Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー    
定期預金の取崩による収入 100,858 ― △27 
有形固定資産の取得による支出 △12,415 ― △25,498 
有形固定資産売却による収入 ― ― 1,463 
差入保証金の増減 3,935 ― △10,245 
その他 △1,162 ― △3,275 
投資活動によるキャッシュ・フロー 91,216 ― △37,584 
Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー    
配当金支払による支出 △100,623 ― △100,000 
株式の発行による収入 410,130 ― 25,500 
財務活動によるキャッシュ・フロー 309,506 ― △74,500 
Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 ― ― 1,158 
Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 155,039 ― 760,239 
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 2,180,129 ― 1,419,889 
Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 2,335,168 ― 2,180,129 
（注）当期第 1四半期は四半期業績開示の導入初年度のため、前年同期の実績及び増減率は記載しておりません 
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